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自
主
防
災
組
織
を 

考 

え
る

自
分
た
ち
の
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を
自
分
た
ち
で
守
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取
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組
み

自
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地
域
を
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で
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る
取
り
組
み

災害が起こった場合、大きな力になるのが地域に住む住民同士の助け合いだ。
　自主防災組織とは、「自分たちの地域を自分たちで守る」という理念の

もと、自治会などで組織された団体だ。現在、当市には36の自主防災組織がある。
今回はその中の一つ「絹の台自治会」の取り組みを紹介したい。

絹
の
台
地
区
は
約
30
年
前
に
入

居
が
始
ま
っ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
だ
。「
絹
の
台
自
治
会
」
は
住
民

の
入
居
開
始
当
初
に
結
成
さ
れ
、
現

在
約
１
０
０
０
世
帯
が
加
入
し
て
い

る
。
同
自
治
会
は
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を

持
っ
た
「
部
」
に
分
か
れ
て
活
動
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
防
災
・
防
犯

部
門
を
担
う
「
防
災
治
安
部
」
は
、

安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
取
材
で
は
、
自
治
会
長
の

和わ

だ田
順の

ぶ
お夫

さ
ん
、「
防
災
治
安
部
」

部
長
の
友と
も
む
ら村
隆た
か
ひ
ろ洋
さ
ん
、
副
部
長
の

北き
た
は
ら原
陽よ
う
い
ち一
さ
ん
に
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
た
。

情
報
の
共
有

　

絹
の
台
自
治
会
で
は
毎
月
１
回
、

定
例
役
員
会
を
開
き
、
地
区
内
の
事

件
や
火
災
な
ど
を
報
告
し
合
う
。
そ

の
内
容
は
、
回
覧
板
を
通
じ
て
自
治

会
員
に
提
供
し
、
情
報
の
共
有
を

行
っ
て
い
る
と
い
う
。

住
民
参
加
の
消
防
訓
練

　

毎
年
11
月
に
は
消
防
署
に
協
力
を

得
て
、
消
火
訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
研

修
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
訓
練
に
は
、
例
年
１
０
０
人

前
後
の
住
民
が
参
加
す
る
そ
う
だ
。

昨
年
は
こ
ど
も
会
に
も
声
を
か
け
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
た
と

い
う
。
友
村
さ
ん
は
「
子
ど
も
の
頃

か
ら
防
災
意
識
を
育
て
て
い
く
こ
と

が
大
切
」
と
話
す
。

地
区
内
パ
ト
ロ
ー
ル
も
実
施

　

同
自
治
会
で
は
犯
罪
抑
止
の
た

め
、
防
犯
灯
の
点
検
を
年
２
回
行
っ

て
い
る
。
年
末
に
は
３
、４
人
で
班

を
つ
く
り
、
合
同
で
地
区
内
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。
北

原
さ
ん
は
「
防
犯
が
メ
イ
ン
だ
が
、

放
火
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
意
味
も
あ

り
、
有
益
な
活
動
」
と
効
果
を
実
感

し
て
い
る
。

地
域
の
「
今
」
を
見
つ
め
る

　

自
治
会
長
の
和
田
さ
ん
は
「
絹
の

台
が
で
き
て
30
年
。
住
民
も
高
齢
化

絹の台自治会の北原さん㊧、友村さん㊥、和田さん㊨

し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
自
治

会
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
時
期
に
来

て
い
る
」
と
話
す
。

　

友
村
さ
ん
は
「
自
主
防
災
活
動
は

今
後
も
大
切
。
活
動
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
も
、
地
域
の
現
状
に
合
っ

た
形
に
し
て
い
け
れ
ば
」
と
今
後
を

展
望
す
る
。

　

友
村
さ
ん
と
北
原
さ
ん
は
今
年

揃
っ
て
「
防
災
士
」
の
資
格
を
取
得

し
た
と
い
う
。
二
人
は
「
防
災
治
安

部
の
役
員
と
な
っ
た
今
年
、
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
防
災
士
の
こ
と
を
知
っ

た
。
学
ん
だ
防
災
の
意
識
、
知
識
、

技
能
を
地
域
に
還
元
し
た
い
」
と
意

気
込
む
。

◀地区内に６カ所ある防災
倉庫。中には消火器、懐中
電灯、ヘルメット、梯子、
担架、救急箱など災害時に
役立つ物が整然と並べられ
ていた。「点検は原則、年２
回行っている」と友村さん。


